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第134号
令和２年
１月31日

12 月２日本会議初日、地元出身の剣の達人、堀部安兵衛を PRしようと、赤穂浪士のはっぴ姿で入場等を行いました。
６回目となりました今年もマスコミ各社から取材があり、全国へ「新発田」を発信することができました。

議長は堀部安兵衛
市長は大石内蔵助の
はっぴを着用
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◎
議
会
提
出
議
案

◎
市
長
提
出
議
案

元
年
度
補
正
予
算

一
般
議
案

人
事
議
案

一
般
質
問

行
政
報
告

　
　
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
一
般
議
案
、
意
見
書
な
ど
25
議
案
を
審
議

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
12
月
24
日
ま
で
の
23
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算
議
案
の
ほ
か
、
条
例
案
な
ど
の
一
般
議
案
、
意
見
書
案
、
人
事
議
案
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
市
長
等
の
政
治
姿
勢
な
ど
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

本会議最終日における起立表決の様子

　

○
12
月
定
例
会
の
概
要

　

○
行
政
報
告

　

○
議
決
結
果

　

○
一
般
質
問

　

○
意
見
書
の
提
出

○
常
任
委
員
会
審
査
状
況

　

○
議
会
ト
ピ
ッ
ク

　

○
意
見
交
換
会
・
議
会
報
告
会
の
概
要
ほ
か

○
２
月
定
例
会
日
程
予
定
ほ
か

○
編
集
後
記

人
　
事

○
人
権
擁
護
委
員
（
適
任
）

大
川
原
さ
と
み

　
氏
（
住

　
田
）再

任

　
　
中
野

　
　
道
弘

　
氏
（
向
中
条
）新

任
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一般会計予算
１億743万６千円の増額補正

〈12月補正予算の主な内容〉
蔵
ぞう

春
しゅん

閣
かく

移築関連事業 528万円

ふるさとしばた応援寄附推進事業 5,130万円

（仮称）アクティブ交流センター改修事業 421万円

延長保育事業 554万円

子ども医療費助成事業 134万円

母子健康診査事業 300万円

有機資源センター管理運営事業 572万円

非常備消防活動運営事業 592万円

小学校教科書及び指導書、副読本購入事業 2,535万円

蔵春閣移築関連事業 500万円

◎　豚コレラの対応について

◎ 　新発田市ふれあい福祉センターの設置について

◎ 　新発田市地域活性化プロジェクトについて

市長からの行政報告

※ 本議会での市長からの「行政報告」を要約して掲載しています。「行政報告」の全文は、市ホームページに掲載しています。
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12月定例会議決結果

12月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

令

和

会

共
道
し
ば
た

日
本
共
産
党

つ

な

ぐ

会

公

明

党

無所属 賛

　

成

反

　

対

青
木
三
枝
子

渡
邉

　
葉
子

※３ ※４

市
　
　
長

　
　
提

　
　
出

　
　
議

　
　
案

人事案件
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例の制定
新発田市健康長寿アクティブ交流センター設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例の一部改正
新発田市一般職の職員の給与に関する条例及び新発田市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1

新発田市職員の特殊勤務手当に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市会計年度任用職員の給与等に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市子ども医療費助成に関する条例等
※ 新発田市子ども医療費助成に関する条例、新発田市重度心身障害者医療費助成条例
及び新発田市ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例の一部を改正するもの

社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市民文化会館設置及び管理に関する条例及び新発田市公民館設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
令和元年度補正予算
一般会計（第４号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
一般会計（第５号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
国民健康保険事業特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
介護保険事業特別会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
後期高齢者医療特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
下水道事業会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
水道事業会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1

その他
新発田地域広域事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
契約の締結について（豊浦中学校区統合小学校増築及び改修（建築）工事） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田地域老人福祉保健事務組合規約の変更について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田地域老人福祉保健事務組合の解散について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田地域老人福祉保健事務組合の解散に伴う財産処分について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
下越障害福祉事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び新潟県市町村総合
事務組合規約の変更について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

議
会
提
出
議
案

条例の一部改正

新発田市議会基本条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

意見書

免税軽油制度の継続を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

請願
免税軽油制度の継続を求める請願書 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
基礎年金の改善と年金の毎月支給を求める意見書採択の請願 社会文教 否決 × ○ ○ ○ × ○ × 11 13

※１  「総務｣　　：総務常任委員会
　　 「社会文教｣：社会文教常任委員会
　　 「経済建設｣：経済建設常任委員会
　　 「分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　｢○｣： 会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成」し
たもの

　　　｢×｣：  会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成以
外」のもの

※４　  議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加する全
議員数は24名です。

会派名 所　属　議　員　名

令 和 会 若月　学、今田修栄、宮崎光夫、小川　徹、比企広正、湯浅佐太郎、小柳　肇、板垣　功、水野善栄、
五十嵐良一、板倉久徳

共道しばた 入倉直作、小坂博司、小林　誠、三母高志
日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
つ な ぐ 会 阿部　聡、中野廣衛、中村　功
公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子

※　青木三枝子議員、渡邉葉子議員は会派に属していません。
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一般質問
議員の

＆

市
のQ
A

加
治
川
、
坂
井
川
等
、
水
害
は
大
丈
夫
か
？

①
今
年
は
全
国
各
地
に
お
い
て
台
風

等
に
よ
る
水
害
が
発
生
し
た
。
河
川
内
の

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

が
さ
れ
て
い
る
所
は
被
害
が
少
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
潟
県
の
管
轄
で

は
あ
る
が
地
元
行
政
と
し
て
伐
採
樹
木
や

土
砂
処
分
に
つ
い
て
連
携
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
②
加
治
川
等
、
新
潟
県
管
轄

の
河
川
の
堤
防
等
の
点
検
を
要
望
し
て
は

い
か
が
か
。

被
災
地
支
援
の
状
況
は
？

①
被
災
地
に
お
け
る
復
旧
・
復
興
の

た
め
に
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

受
入
れ
等
の
考
え
は
。
②
被
災
自
治
体
へ

の
支
援
物
資
の
供
給
に
つ
い
て
も
考
え
を

伺
う
。

　

坂井川の樹木

　今号から質問議員ごとに録画映像を
視聴できるQRコードを添付していま
す。スマートフォンやタブレット端末
の専用アプリで、映像をご覧になりた
い議員のQRコードを読み
取ると、議会中継サイトに
アクセスでき、映像を閲覧
することができます。
※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です
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市
長
は
「
人
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
＆
物

の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」
を
主
要
政
策
に
掲

げ
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
良
質
米
の

輸
出
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
動
き
の
鈍
い

多
く
の
自
治
体
の
中
で
そ
の
活
動
は
傑
出

し
て
い
る
。
一
方
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、

来
春
か
ら
の
海
外
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会

社
）
初
就
航
に
向
け
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に

入
る
が
、
会
津
や
米
沢
、
庄
内
な
ど
の
広

域
観
光
圏
に
よ
る
セ
ー
ル
ス
が
必
須
と
考

え
る
。
現
状
と
数
値
目
標
、
組
織
に
つ
い

て
伺
う
。

学
区
外
就
学
の
児
童
生
徒
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て

家
庭
の
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
事
情

か
ら
「
学
区
外
就
学
」
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
通
学
援

助
や
団
体
競
技
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

①
今
年
は
出
穂
期
に
猛
暑
日
や

フ
ェ
ー
ン
現
象
が
続
き
、
米
粒
が
白
く
濁

る
心
白
粒
や
未
熟
粒
が
多
く
出
た
。
結
果

的
に
一
等
米
比
率
が
52 

・
９
％
と
下
落
し

た
。
農
家
経
済
の
影
響
を
伺
う
。
②
新
発

田
市
産
米
の
国
内
販
売
と
輸
出
の
販
売
戦

略
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

①
２
０
２
０
年
度
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
が
実
施
さ
れ
る
。
小
学
校
で
英
語
が

教
科
と
な
り
授
業
時
間
が
５
年
生
、
６
年

生
で
70
時
間
と
な
る
。
ま
た
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
な
英
語
の
学
習
が
不
可
欠
だ
。
現
場
の

教
師
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
期
待
す
る
声

が
あ
る
が
、
増
員
の
基
本
的
な
考
え
は
。

②
英
語
教
育
充
実
の
た
め
、
教
育
委
員
会

に
英
語
教
科
化
に
対
応
し
た
指
導
主
事
設

置
の
考
え
は
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
組
状
況
と
今
後
の
観
光
施
策

に
つ
い
て

本
年
産
米
の
品
質
と
米
の
販
売
輸
出

戦
略
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

ニューヨークで新発田産米を
PRする市長
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新
発
田
出
身
の
堀
部
安
兵
衛
武た
け

庸つ
ね

の

忠
義
を
語
り
続
け
て
い
る
当
市
の
市
民
団

体
に
武
庸
会
が
あ
る
。
そ
の
活
動
に
よ

り
、
平
成
26
年
に
東
京
都
港
区
、
現
イ
タ

リ
ア
大
使
館
敷
地
に
て
、
当
時
の
大
使
の

ご
理
解
で
慰
霊
法
要
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
29
年
に
は
東
京
泉
岳
寺
か
ら
分

骨
さ
れ
、
当
市
の
長
徳
寺
に
墓
石
が
建
立

さ
れ
た
。
令
和
２
年
に
生
誕
３
５
０
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
市
の
取
組
を
伺

う
。
①
市
庁
舎
を
活
用
し
た
武
庸
会
と
の

合
同
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
催
事

開
催
に
つ
い
て
。
②
イ
タ
リ
ア
大
使
館
と

の
芸
術
文
化
や
食
文
化
の
交
流
事
業
開
催

に
つ
い
て
。

市
に
は
五
十
公
野
公
園
な
ど
の
大
き

な
屋
外
公
園
が
あ
る
が
、
梅
雨
時
や
冬
季

間
は
、
屋
内
で
の
遊
び
場
を
子
ど
も
達
は

求
め
て
い
る
。
イ
ク
ネ
ス
し
ば
た
あ
そ
び

の
ひ
ろ
ば
・
ヨ
リ
ネ
ス
し
ば
た
札
の
辻
広

場
な
ど
は
、
概
ね
未
就
学
児
が
対
象
の
た

め
、
小
学
生
が
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

子
ど
も
達
の
充
実
し
た
遊
び
の
場
を
行
政

が
整
え
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

下
校
時
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

夕
暮
れ
も
早
ま
り
、
中
学
生
が
下
校

す
る
時
間
は
真
っ
暗
に
な
っ
て
お
り
、
校

地
と
公
道
の
境
界
付
近
が
暗
く
、
下
校
生

徒
と
自
動
車
と
の
接
触
事
故
が
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
く
ら
い
危
険
な
状
況
だ
。

危
険
箇
所
へ
の
対
応
を
望
み
、
考
え
を
伺

う
。

堀
部
安
兵
衛
生
誕
３
５
０
周
年
に
向
け
た

当
市
の
取
組
に
つ
い
て

子
ど
も
達
の
遊
び
場
に
つ
い
て

水野 善栄

児童センターで遊ぶ
子ども達

長徳寺にある義士堂と
堀部安兵衛の墓石
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大
型
台
風
が
非
常
に
強
い
勢
力
を
維

持
し
た
ま
ま
上
陸
し
、
多
く
の
都
県
に
大

規
模
な
災
害
を
及
ぼ
し
た
。
当
市
で
も
起

こ
り
え
る
大
災
害
で
あ
る
。
災
害
か
ら
市

民
の
生
命
を
第
一
に
守
る
た
め
の
情
報
弱

者
へ
の
避
難
準
備
情
報
伝
達
体
制
の
確

立
、
災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
、
及
び
災
害

ご
み
、
し
尿
処
理
を
迅
速
に
行
う
た
め
の

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

災
害
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
犠
牲
者
の

遺
族
が
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
判
決

に
、
児
童
生
徒
の
よ
り
安
全
性
を
重
視
し

た
見
解
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
津
波
避
難
所
兼
指
定

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

藤
塚
小
学
校
の
津
波
避
難
対
策
の
安
全
性

に
つ
い
て
伺
う
。

　

頻
発
す
る
風
水
害
等
に
対
す
る
事
前

防
災
、
減
災
対
策
支
援
や
、
防
災
・
安
全

交
付
金
を
活
用
し
て
の
老
朽
化
し
た
社
会

資
本
の
総
点
検
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
緊
急

対
策
、
長
寿
命
化
等
の
維
持
管
理
と
と
も

に
、
災
害
の
激
甚
化
に
対
応
し
た
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
は
人

命
保
護
の
観
点
か
ら
も
重
要
だ
。
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用

に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
端
末
の
多
様
化
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
速
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
時
間
と
場
所
を
選
ぶ
こ
と
な
く
様
々

な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
革
や
効
率
的

な
業
務
運
営
に
重
要
と
考
え
る
が
、
市
の

業
務
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て
伺

う
。

自
然
災
害
時
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

新
発
田
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い
て



一般質問
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発
達
・
学
習
障
害
児
へ
の
対
応
に
は

現
場
・
保
護
者
か
ら
も
専
門
性
が
必
要
と

考
え
る
声
も
多
い
が
、
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
伺
う
。
高
い
潜
在
能
力
を
持
つ
知
的

ギ
フ
テ
ッ
ド
が
能
力
や
才
能
を
伸
ば
し
切

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　

い
じ
め
の
現
状
と
対
応
、
防
止
へ
の

取
組
に
つ
い
て

悪
質
な
い
じ
め
は
、
れ
っ
き
と
し
た

「
犯
罪
」
で
あ
り
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
県
内
で
は
昨
年
の
い
じ
め
認

知
件
数
が
過
去
最
多
に
な
っ
た
。
①
発
見

さ
れ
た
場
合
ど
の
よ
う
な
対
応
が
さ
れ
た

か
。
②
い
じ
め
防
止
に
向
け
て
普
段
の
啓

蒙
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

来
年
４
月
か
ら
改
正
健
康
増
進
法
の

全
面
施
行
に
向
け
て
の
当
市
の
対
応
と
し

て
、
①
庁
舎
の
喫
煙
所
の
隙
間
を
塞
ぎ
、

無
害
化
し
て
排
気
で
き
る
よ
う
な
対
策

を
。
②
当
市
独
自
の
受
動
喫
煙
防
止
の
た

め
の
条
例
制
定
を
。
③
現
在
行
わ
れ
て
い

る
以
上
の
禁
煙
推
進
や
喫
煙
す
る
人
の
マ

ナ
ー
の
啓
発
活
動
を
。

災
害
時
の
避
難
所
に
準
備
し
た
い
も
の

に
つ
い
て

当
市
の
避
難
所
の
多
く
は
小
中
学
校

の
体
育
館
と
な
っ
て
い
る
。
硬
い
床
に
敷

か
れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上
で
寝
起
き
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
特
に
、
足
腰
の

弱
く
な
っ
た
高
齢
者
の
立
ち
上
が
り
や
車

椅
子
の
方
の
移
乗
を
容
易
に
す
る
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
を
準
備
す
べ
き
と
考
え
る
。
対

応
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

発
達
障
害
対
応
と
介
助
員
の
専
門
性
、

ギ
フ
テ
ッ
ド
に
つ
い
て

公
共
の
場
所
で
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策

に
つ
い
て

渡邉 葉子



一般質問
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平
成
29
年
に
発
足
し
た
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
本
旨
は
地
域
観
光
を
加
速
さ
せ
て
地
域

経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
方

創
生
交
付
金
を
活
用
し
、
30
年
は
２
０
０

０
万
円
、
令
和
元
年
は
２
７
０
０
万
円
を

か
け
て
海
外
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
観

光
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
費
用
対

効
果
と
し
て
見
合
っ
て
い
る
か
疑
問
で
あ

る
。
①
輸
出
量
と
輸
出
額
の
推
移
は
。
②

各
国
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
費
用
と
成
果

は
。

市
街
地
に
お
け
る
旧
農
業
用
水
路
等

の
対
策
に
つ
い
て

市
内
に
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
用

水
路
が
多
く
存
在
し
、
転
落
事
故
防
止
や

環
境
衛
生
の
点
で
対
策
が
望
ま
れ
る
。
転

落
事
故
の
防
止
策
と
、
江え

浚ざ
ら

い
の
行
政
支

援
に
つ
い
て
。

災
害
に
対
す
る
備
え
は
ど
の
地
域
で

あ
っ
て
も
必
須
で
あ
る
。
地
域
の
特
性
に

対
応
し
範
囲
や
活
動
に
つ
い
て
柔
軟
に
規

定
で
き
る
地
域
防
災
計
画
の
策
定
を
進
め

る
こ
と
が
市
全
体
の
災
害
対
応
力
向
上
に

つ
な
が
る
。
①
地
域
防
災
計
画
策
定
状
況

と
推
進
に
つ
い
て
。
②
日
常
防
災
意
識
の

醸
成
と
し
て
電
柱
を
利
用
し
た
避
難
所
等

の
表
示
に
つ
い
て
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に

つ
い
て

成
年
後
見
制
度
は
、
利
用
が
必
要
な

方
々
を
支
え
る
重
要
な
手
段
で
あ
り
、
適

切
に
利
用
で
き
る
制
度
の
健
全
な
普
及
を

望
む
。
①
平
成
29
年
に
閣
議
決
定
し
市
町

村
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
基
本
計
画
」
の
策
定
に
つ
い

て
。
②
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
に
つ

い
て
。

　

新
発
田
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
コ
メ
輸
出
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
成
果
に
つ
い
て

防
災
減
災
災
害
に
備
え
た
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て



一般質問
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当
市
の
台
風
第
19
号
の
被
害
に
よ
る

教
訓
を
受
け
て
①
「
新
発
田
市
避
難
行
動

要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
取
組
予
定
に
つ
い
て
。
②
災

害
時
に
お
け
る
要
支
援
者
世
帯
等
へ
の
情

報
提
供
を
鑑
み
た
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
貸
与

に
つ
い
て
。
③
避
難
者
の
情
報
収
集
を
考

慮
し
た
指
定
避
難
所
へ
の
テ
レ
ビ
等
の
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

集
落
支
援
員
の
活
用
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
つ
い
て

集
落
支
援
員
は
地
域
を
支
え
る
重
要

な
仕
組
み
だ
が
、
当
市
は
集
落
支
援
員
を

設
置
し
て
い
な
い
。
今
後
の
高
齢
化
や
人

口
減
少
か
ら
集
落
支
援
員
は
必
要
な
取
組

で
あ
る
。
当
市
の
集
落
支
援
員
設
置
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。

　

増
税
２
か
月
経
過
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
登
録
の
中
小
商

店
は
全
体
の
３
割
と
聞
く
。
な
ぜ
か
。
そ

れ
は
現
金
で
支
払
う
馴
染
客
や
高
齢
の
お

客
が
い
る
の
に
、
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
決
済

の
人
だ
け
値
引
き
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
①
市
の
実
態
等
の
把
握
は
。
②
融
資

の
迅
速
化
・
相
談
窓
口
拡
充
等
、
年
明
け

か
ら
年
度
末
ま
で
の
特
別
対
策
に
つ
い

て
。

性
差
な
き
制
服
を
「
女
子
中
学
生
に

ズ
ボ
ン
の
選
択
肢
を
」

日
常
的
に
ズ
ボ
ン
を
は
く
時
代
に
、

な
ぜ
女
子
中
学
生
の
制
服
は
ス
カ
ー
ト
だ

け
な
の
か
。
①
明
確
に
義
務
付
け
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。
②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

文
化
の
違
う
外
国
人
等
、
多
様
な
人
を
受

け
入
れ
る
た
め
に
も
ス
カ
ー
ト
、
ズ
ボ
ン

の
選
択
は
。

　

台
風
第
19
号
の
教
訓
と
災
害
か
ら
命
を

守
る
た
め
に

中
小
企
業
支
援
・
年
末
特
別
対
策
の
実
現
を

緊急告知FMラジオ
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豊
浦
地
内
４
小
学
校
が
、
２
０
２
１

年
４
月
に
統
合
に
な
り
、
３
校
が
閉
校
と

な
る
。
市
民
意
見
に
は
、
全
世
帯
が
集
え

る
楽
し
い
場
所
へ
の
願
い
、
そ
し
て
、
生

涯
学
習
・
健
康
づ
く
り
等
総
合
的
機
能
を

有
し
た
施
設
を
望
む
声
が
あ
る
。
市
は
活

用
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

激
甚
化
す
る
自
然
災
害　

   

防
災
へ
の
目
配
り
は
大
丈
夫
か

①
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
の
行
政
対

応
は
、
む
ず
か
し
さ
は
あ
る
が
災
害
対

応
・
計
画
策
定
な
ど
職
員
は
足
り
て
い
る

か
。
②
水
害
多
発
に
備
え
、
各
集
落
公
民

館
の
標
高
表
示
が
必
要
で
な
い
か
。
③
ダ

ム
放
流
に
か
か
わ
る
洪
水
が
あ
っ
た
が
、

事
前
放
流
や
下
流
域
情
報
伝
達
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
続
け
て
き
た
が
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
で
、
保
育
の

必
要
性
の
理
由
に
「
求
職
活
動
」「
就

学
」
が
加
わ
っ
た
。
①
令
和
２
年
度
４
月

時
点
で
の
待
機
児
童
の
状
況
は
。
②
「
求

職
活
動
」
な
ど
に
よ
っ
て
待
機
児
童
を
出

さ
な
い
た
め
の
対
策
は
。

健
康
長
寿
実
現
の
た
め
に

市
長
は
３
期
目
の
公
約
に
健
康
長
寿

社
会
実
現
を
加
速
す
る
と
し
た
。
①
健
康

長
寿
延
伸
に
は
、
栄
養
は
も
ち
ろ
ん
「
運

動
」「
口
腔
ケ
ア
」「
社
会
性
」
が
重
要

だ
。
当
市
の
実
状
と
今
後
の
施
策
の
展
開

は
。
②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
う
ま

く
機
能
し
て
い
な
い
と
聞
く
。
対
策
は
い

か
が
か
。

　

豊
浦
小
学
校
統
合
の
廃
校
活
用
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

既設のステッカー
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当
市
の
国
保
税
は
、
年
収
４
０
０
万

円
の
夫
婦
子
供
２
人
世
帯
で
36
万
８
９
０

０
円
。
協
会
け
ん
ぽ
と
比
べ
約
１
・
９
倍

と
高
い
。
国
保
に
は
協
会
け
ん
ぽ
に
は
な

い
世
帯
に
掛
か
る
平
等
割
、
人
数
に
応
じ

て
の
均
等
割
が
あ
り
、
子
ど
も
１
人
３
万

５
１
０
２
円
、
人
数
が
多
い
ほ
ど
上
が

る
。
基
金
の
活
用
等
で
引
き
下
げ
や
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
の
均
等
割
に
軽
減
の
支

援
は
で
き
な
い
か
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

い
き
い
き
館
が
、
こ
の
３
月
で
閉
館

に
な
る
。
隣
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
多
く

の
市
民
が
活
用
し
て
お
り
、
今
後
ど
う
な

る
か
心
配
の
声
が
届
い
て
い
る
。
今
後
の

具
体
的
な
考
え
は
。
歴
史
的
文
化
的
な
現

在
の
建
物
に
つ
い
て
今
後
の
考
え
は
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を

市民ギャラリー
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　議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
　（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

常任委員会の審査状況

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案７件で、審査の結果、議案はすべて
可決すべきものとしました。

■新発田市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について  

■令和元年度一般会計補正予算（第４号）について（当委員会所管分）  

委員長　板垣　　功総 務 常 任 委 員 会

本会議における総務常任委員会の委員長報告 経済建設常任委員会の付託議案審査の様子
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委員長　宮崎　光夫社会文教常任委員会
　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案12件、請願１件で、審査の結果、請
願は不採択すべきものとし、議案はすべて可決すべきものとしました。

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案３件、請願１件で、審査の結果、請願
は採択すべきものとし、議案はすべて可決すべきものとしました。

■令和元年度一般会計補正予算（第４号）について（当委員会所管分）  

■免税軽油制度の継続を求める請願書について  

■令和元年度一般会計補正予算（第４号）について（当委員会所管分）  

■ 新発田市子ども医療費助成に関する条例等の一部を改正する条例制定について  

■ 基礎年金の改善と年金の毎月支給を求める意見書採択の請願について  

委員長　水野　善栄経済建設常任委員会
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☆ 議会運営委員会
　① 大阪府高槻市　      
　　 三重県伊賀市      　　　
　　 大阪府八尾市 
　② 議会だよりについて   

☆ 総務常任委員会
① 群馬県前橋市　      
    群馬県桐生市    
② ICTを活用した各種取り組みについて 
    公共交通の取り組みについて

☆ 社会文教常任委員会
① 東京都日野市　    
　 埼玉県草加市      　　　
② ICTを活用した教育推進について
    幼保小中の教育連携について

☆ 経済建設常任委員会
① 新潟県湯沢町　
　 埼玉県吉川市　
② 一般社団法人雪国観光圏について
　 なまずを活用した町おこしについて

☆ つなぐ会
① 山口県下関市  　　　　　　　 
　 兵庫県神戸市
② 住民自治によるまちづくりについて
　 廃校利用（北野工房のまち）について

本市議会行政視察状況（10～11月）
①視察先　　②視察内容

議会運営委員会の行政視察の様子

　新発田市議会では、平成21年に県
内では初となる「議会基本条例」を定
めました。この条例は、議会活動の活
性化を図ることによる市民の利益と福
祉の向上を目的としています。本条例
の規定に基づき、改選後から条例の目
的が達成されているかどうかの検証を
行ってきましたが、この度、次の点に
ついて一部改正を行いました。
・ 災害時における議会の活動原則を追加
・ 立法機能の発揮に関する規定を追加
　これからも、より「開かれた議会」
となるよう、議会改革に積極的に取り
組んでまいります。

　今号から、質問時の録画映像を視聴
できるQRコードを、質問議員ごとに添
付することとしました。（５ページから
13ページをご覧ください。）
　スマートフォンやタブレット端末の
専用アプリで、映像をご覧になりたい
議員のQRコードを読み取ると、議会中
継サイト内の該当ページにアクセスで
き、録画映像をご覧いただけるように
なりました。
　議会運営委員会では、
わかりやすく読みやすい
市議会だよりを目指して
まいります。

「新発田市議会基本条例」を
改正しました

ご利用ください
QRコード
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　議員の政策能力の強化や政策提案の拡大を図ることを目的に、テーマを設定して市内の各
種団体と意見交換会を実施しました。昨年度、初めての試みとして実施し、今年で２度目の
開催です。
　各団体の現状や課題、意見を伺うことができ大変有意義なものとなりました。今後の議会
での議論につなげていきます。

意見交換会を実施しました！

・実 施 日：令和元年11月18日

・対象団体：新発田市社会福祉協議会

・テ ー マ： 新発田市社会福祉協議会の
                 重点事業について

・実 施 日：令和元年11月１日

・対象団体：地域おこし協力隊

・テ ー マ： 地域おこし協力隊の活動と
                 地域の活性化について

総務常任委員会関係

・実 施 日：令和元年11月18日

・対象団体：新発田商工会議所青年部

・テ ー マ：中心市街地の活性化について

経済建設常任委員会関係

社会文教常任委員会関係

開かれた議会を目指して
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議会報告会を開催しました
　11月17日、23日、24日、25日に、市役所本庁舎、
健康プラザしうんじ、豊浦地区公民館、加治川地区公民
館において、計６回、議会報告会を開催しました。
　市民の皆さんにご参加いただいた報告会では、平成
30年度一般会計決算関係を中心に９月定例会で審議さ
れた内容を説明したほか、参加された皆さんと活発な意
見交換を行うことができました。　
　いただいたご意見等を基に、市民の利益と福祉の向上
に努めてまいります。

開かれた議会を目指して

会場での主な質疑応答
Ｑ　市の公債費比率などは大丈夫なのか。

Ａ　30年度の実質公債費比率は7.7%なので健全と
いえる。国の指針では25%を超えると早期健全
化基準、35%を超えると財政再生基準となる。

Ｑ　新聞等の報道からも、県の財政は非常に厳しい
と聞いている。新発田市の財政に影響はないの
か。

Ａ　新発田市は県の補助事業には頼っていないので
直接の影響はない。全国から見ても相対的な健全
財政となっている。

Ｑ　除雪費に多額の費用がかかると予想される。人
件費や待機料等も高いのではないかと推察される
がどうか。

Ａ　稼働料にプラスして待機料等も含まれる。維持
管理費も費用がかかるため、市ではリースで運営
して経費削減を図っている。

Ｑ　水道料金は値上げしなくて大丈夫なのか。

Ａ　令和元年６月から値上げされている。インフラ
整備等もすべて水道料金に含まれている。

【参加者からいただいた主な意見等】
・ 災害時に避難所となる施設等に、標高を明示して
ほしい。

・ 上中山豚舎問題について、市は「出るところへ出
て対応すべき」で、もっと踏み込んだ対応が必要。

・川東地区コミュニティバスは土日祝祭日、盆正月
は動いていない。団塊世代が車に乗らない状況と
なるとコミュニティバスを利用することになる。
今後の運行を検討してほしい。

・商店街の空き店舗を活用した市民ギャラリーの検
討をお願いしたい。

・生ごみ回収が週２回の地区がある。全市的に週３
回の回収に統一してほしい。

・災害防止の観点などから、河川敷の樹木の密生や
土砂浚

しゅん

渫
せつ

等の河川管理について、市から管理者
（国県）に対応を依頼してほしい。
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議会報告会についての主な意見・感想・提案など（アンケート記入分）
○　質問者の時間を多くとってほしい。報告は手短
にしてほしい。
○　報告会はこれからも続けてほしい。
○　初めて出席したが、大変良かった。また出席し
たい。
○　会場が少なくなり、市民への説明の機会が減る
のでは。

○　FMしばたを利用し、議員が新発田の状況をQ＆
Aで話す方法もわかりやすいと思う。
○　報告会の開催を、平日・休日・昼・夜と分散さ
せ、色々な立場の方に広く意見を聞いてほしい。
できれば、中学生・高校生対象に学校訪問して報
告会を開催してほしい。
○　議会のしくみがよくわかった。

市議会・議会報告会に関するアンケート結果 ※アンケート回答数：55
※対象者：議会報告会参加者

○会議のFM生放送 ○会議のインターネット中継
よく聞く
2%

たまに聞く
　29%

○会議の傍聴 よく傍聴する
0%

未記入 7%
たまに
傍聴する
　18%

ほとんど
傍聴しない
　8%

傍聴した
ことはない
　67%

未記入 3%

ほとんど
聞かない
　24%

聞いたこと
がない
　42%

未記入 5% よく見る 0%

たまに見る
　16%

ほとんど
見ない
　15%見たことが

ない
　64%

○意見交換○報告や説明の内容

未記入
13%

よく
わかった
14%

だいたい
わかった
　62%

あまり
わからな
かった
9%

よくわから
なかった 2%

○報告や説明の時間
未記入 9% 長い 7%

普通である
　64%

短い
9%

わからない
11%

よかった
38%

未記入
20%

普通である
  26%

物足り
なかった
  9%

わからない
  7%

○議会報告会
未記入 5%

未記入　5%○市議会だより

よく見る
56%たまに見る

　33%

ほとんど
見ない
　4%

○市議会ホームページ
よく見る 6%

たまに見る
　25%

ほとんど
見ない
13%

見たことが
ない
  51%

４回以上
参加
27%

２～３回
参加
　11%

１回参加
15%

初めて
参加
　42%

見たことがない 2% 未記入 5%
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編　集　委　員 編集後記

本会議を
生中継しています
本会議（定例会のみ）の開始
（午前10時）から終了まで

中継します

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

2月定例会日程予定2月定例会日程予定
日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21 22

告示日 

議会運営 
委員会

請願・陳情 
提出期限

議会運営
委員会

23 24 25 26 27 28 29
本会議

（ ）
予算審査
特別委員会
（財務課長総括説明）

3/1 2 3 4 5 6 7

総務常任 
委員会

社会文教 
常任委員会

経済建設 
常任委員会

8 9 10 11 12 13 14

本会議
（会派代表質問）

本会議
（　　　 ）
意見書提出期限

本会議

（ ）
本会議
（　　　 ）
議会運営委員会

15 16 17 18 19 20 21

予算審査 
特別委員会
（総務関係）

予算審査 
特別委員会
（社会文教関係）

予算審査 
特別委員会
（経済建設関係）

予算審査 
特別委員会
（ ）

22 23 24 25 26 27 28

議会運営
委員会

本会議

（ ）

初日・提案
理由説明・
委員会付託

市長総括質疑・
委員長報告

一般質問
３日目

市議会ホームページはこちらから

http://www.shibata-shigikai.jp/
新発田市議会 検 索

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

一般議案・補正
予算議案採決、
一般質問
２日目

一般質問
１日目

最終日、一般
会計新年度
予算議案採決

②インターネットサイマルラジオ
下のQRコードまたは、
エフエムしばたのホーム
ページのバナーから聴く
ことができます。

①FM放送
エフエムしばた
（76.9MHz）で生
放送します。

③インターネット生中継
市議会ホームページで生中継します。
下のQRコードまた
は「新発田市議会」
で検索し、「本日の
議会中継」からご覧
ください。


